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要旨
　　
新潟県内の仏像研究は主として奈良～室町時代の文化財指定作品を中心に
　
進められてきたが、未指定の作品、とくに中近世の作品には一般に知られて
　
いないものがまだ数多くある。本小論はこれまでに私が調査する機会 恵ま
　
れた新潟県内 いくつかの仏像について、その調査記録に若干の考察を加え
　
たものである。
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はじめに
　
新潟県に 国の重要文化財に指定されて る仏像（祖師像等を含む）が十八
件、県指定文化財の仏像（神像・祖師像・狛犬・舞楽面等を含む）が七十一件ある
（１）
。それらのなかには上越市醫王寺の銅造如来坐像などのような飛鳥
～白鳳時代に遡るものや、妙高市関山神社の銅造菩薩立像のような七世紀の朝鮮仏（いずれも重文） 含まれるが、江戸時代 木喰仏などを除けば、その多くは平安 南北朝・室町時代につくられたものである。
　
このうち主要な作品については、早くは西川新次氏によって紹介がなされて
おり
（２）
、また平成十八年（二○○六）の九月～十一月に新潟県立近代美術
館（長岡市）で開催された「中越大震災復興祈念特別展
 
新潟の仏像展」
（３）
では五十五件の彫刻作品が展示された。この展覧会は「新潟県では初めての仏像を中心とする展覧会」
（４）
であり、出陳品がほぼ古代・中世の作品に限ら
れていたと いえ、県内の優品が初めて一堂に会した意義はまことに大きなものがあった。さらに近年では『國華』誌に「越後の仏像」の特輯が組まれ、複数の仏教美術研究者によって 仏像の総論のほか九件の仏像（重文四件、県指定四件、未指定一件） つい の詳細な考察 なされている
（５）
。
　
新潟県においては他の都府県とは異なりほとんどの市区町村で仏像の悉皆調
査はおこなわれていないが、そうした状況下にあって、右 ような取り組みにより県内の仏像研究は新たな進展をみたといってよいだろう。しかしながら、これまで取り上げられてきた作品は（木喰仏などを除いて）室町時代あたりまでの比較的古いも にとどまっており、数としては数倍、数十倍に上るで ろう戦国・江戸時代の作品 つい まだまだ未知の部分が多 と言わざ をえない。　
このことは〝古い〟作品から順次進められていく仏像研究の常として当然の
ことではあるのだが、一方で〝新しい〟仏像であっても それらは二百 三百年、四百年もの間、それぞ の地域の人々の手 大切に守られてき 尊像であり、礼拝の対象であるという点で、美術的な価値とはま 別の意味 もっていることも確かである。中近世の仏像は 学 面から言っ も、美術史のみならず地域史（郷土史） 、民俗学といった広い分野 研究資料 し 高い価値を有しているのである。　
この小論は、私が本学に着任して以来十八年余の間に調査させていただく機
２新潟産業大学経済学部紀要　第 46 号
会に恵まれた何体かの仏像について、その調査記録に若干の考察を加えたものである。新潟県内各地域 歴史研究にいささかでも資するところがあれば幸いである。註（１） 『新潟県の文化財一覧』 （平成二十六年四月一日、新潟県教育庁文化行政課） 。（２）
 西川新次「新潟県下の彫刻」 （ 『越佐研究』一一、昭和三十一年） 、同「材質から見た新潟県下の木彫について」 （ 『頸城文化』三六、昭和五十六年）ほか。
（３）
 水野敬三郎新潟県立近代美術館長（当時）を中心とする同館学芸員諸氏および長坂一郎氏・根立研介氏・松田誠一郎氏・武笠朗氏・長岡龍作氏・川瀬由照氏らの事前調査を経て開催されたもの。その成果は同展図録 中越大震災復興祈念特別展
 
新潟の仏像展』 （平成十八年、新潟県立近代美術館・新潟日
報社）に収められている。
（４）前掲註（３）図録「ごあいさつ」 。（５）
 
『國華』一四二○「特輯
 
越後の仏像」 （平成二十六年） 。同号には水野敬三郎「越
後の仏像」をはじめ、藤岡穣「関山神社蔵
 
銅造菩薩立像」 、松田誠一郎「日光寺
蔵
 木造阿弥陀如来坐像」 、熊田由美子「寛益寺蔵
 木造十二神像立像」 、根立研介
「天昌寺蔵
 
木造聖観音菩薩坐像
 
木造二天立像」 、同「大泉寺蔵
 
銅造千手観音菩
薩坐像」 、井上大樹「善導寺蔵
 木造善導大師立像」 、松田誠一郎「称念寺蔵
 木造
一鎮上人倚像」 、武笠朗「西照寺蔵
 
木造親鸞聖人坐像」 、水野敬三郎「宝蔵寺蔵
 
木造地蔵菩薩坐 の各氏の各論が収録されている。
　
一、光明院
 木造薬師如来坐像
（１）
　　　　　
新潟市江南区木津
（２）
　　　
㈠
 光明院と薬師如来像について
　
光明院は当地では古くから「木津薬師」として親しまれ、毎年七月に
修される荘厳な火祭り（火渡り修行）でも知られる真言宗醍醐寺派の名刹である。　
同寺の開創について 史料が遺されておらず不明だが、寛保二年（一七四
二）六月の「薬師如来縁記書抜」および享保二年（一七一七）四月の「木津村古老伝在来帳」 （ともに石井家文書、北方文化博物館蔵）
（３）
によって十六
世紀以降の沿革については比較的詳しくこれを知ることが きる。　
前者によれば、かつて寺は瑠璃 山如来寺と号し大伽藍をなしていたが、天
文年間（一五三二～五四）に至って領主の柴田（新発田）城主・佐々木因幡守の逆心により火に罹り退転した。その後、護磨（摩）堂城主・千坂対馬守の領分となったのち、天正年間（一五七三～一五八五）に復興 洪水の際にも薬師像だけは流されずに残ったという。　
また、後者によれば往古に栄えた寺は退転し、慶長年間（一五九六～一六一
○）には堂もなく、行基菩薩御作の薬師仏も野の内に 状態であったが、明暦年中（一六五五～一七○四） は堂が、元禄四年（一六九一）には像が再興されたという。その際、像 玉眼（水晶を嵌め込んだ仏像の眼）を入れ替えた仏師は仏罰を受け、 盲目となって死んだというエピソードなども付されている。　　　
㈡
 像の形状
３新潟県の仏像（一）
　
調査対象となった像は、 前述の「薬師如来縁記書抜」 「木津村古老伝在来帳」
に記される薬師如来像で、衲衣を偏袒右肩にまとい、左手に薬壺を執り、蓮華座上に結跏趺坐する。現状では肉身部、衣部ともに弁柄が塗布され、全身が朱色を呈してい （現在新潟市指定文化財） 。　
頭部には小粒の螺髪を繁く刻み出し、木製の肉髻珠を嵌入する。ただし頭頂
部は円盤状に平らなままとし、螺髪をあらわさない。髪際は一文字にあらわす。額の白毫珠は脱落し、円孔のみがのこる。面部には緩い弧線状の眉、低く扁平な鼻、細く開いた眼、小さめの口唇をあらわすが、これらはいずれも極端に彫りが浅い。また頭部の奥行 比して面部 平坦に過ぎる とからも、後世に彫り直しを受けたものとみられる。両眼は彫眼で、白眼部分を白く塗り、瞳を墨描きする。口唇には朱をさしてい 耳は外耳輪および耳朶をあらわし内部の凹凸はほとんどあらわさない。耳朶は環状につくる。　
体軀は全体に丸みを帯び、両乳下および腹にはくびれの線を刻んでいる。頸
部には浅く三道の線を刻む 全身を通じて表面 摩滅がみられ、衣文線は背面を除いて現状ではほとんど確認できない これらの摩滅は「薬師如来縁記書抜」 「木津村古老伝在来帳」にいう会津猪苗代 洪水に遭った際 生じたものであろうか。背面には明瞭な衣文が まれているが後補 膝前部分も衣文がないため平滑で、両足および懸裳の彫りも扁平で生気 乏しい 右腕は屈臂し、掌を前に向け 五指を伸ばす。左手は掌 上 向け 結跏趺坐した右足裏上に置き、掌上 柿の実形の薬壺 せる。薬壺は手の材と共木で蓋形を線刻によってあらわす。両手 造 足とは対照的な出来栄え 示し、各指の節や爪などの細かな箇所にも入念な彫刻がみられる　
像の構造は、頭体幹部を一材とし、側面部は左右とも肩より先を別材とす
る。背面には大きく背板状 材を矧ぎ（後補） 、これに衣文を彫出 頭部
は面矧ぎとし、肉髻珠より下の地髪部にも別材（後補か）を寄せ、さらに後頭部にも板状の別材（後補）を矧ぎ付ける。左腕は手首（薬壺を含む）から袖口までを一材とし、上膊部に薄い板状の間材をはさみ側面材に連結している。像底部にはかなりの朽損を生じたらしく、多く 新 が補われている
図
10） 。膝前部は横一材とし、この部分は古材をとどめるが、像底中央には横
長の角材状の新材が補われており（
図
10のＡ） 、体幹部の地付部分にもさら
に数個 新 を寄せる（同Ｂ～Ｅ） 。また両腕材は本体材と通い柄（後補）で結束されている。　
なお、本像の蓮華座は後補のもので、反花部の上面に「薬師如来」ほか人名
等の墨書（蓮華座制作時の結縁書き ）が、底面に「昭和三年五月八日／奉塗替／塗師
　
清野田鶴衛」の墨書銘（後年の塗り替え時のもの）がある。ま
た、本像には脇侍の日光・月光菩薩像と眷属の十二神将像が付属するが（
図
15・
16）制作年代は本像より降るものである。
　　　
㈢
 制作年代
　
前節にも記したように、本像は全体に摩滅がすすみ、また面部および膝前部
は後世の彫り直しを受けたものと思われる。現状では表面に弁柄が施されているが、その下にはわずかながら布下地の痕跡がのこっており、かつては漆箔による表面仕上げがなされていたものと考えられる。本像は造像後のある時期に少なからぬ破損を被ったため、新材 補われ、部分的に彫り直しがなされ などの修理が行なわれ、こ とき表面の漆箔も補われたのであろう。本 については前述の水難とともに土中に埋も という言い伝えが り、像底部および膝前の朽損状況はこれとよく符合する。また、弁柄塗りの下 蜘蛛 巣
４新潟産業大学経済学部紀要　第 46 号
（あるいは蛾の繭）を塗り込めた箇所があることから、現状の弁柄による表面仕上げは比較的近年になされたものと考えてよかろう。　
このように本像は、残念ながら当初の像容を充分にとどめているとは言え
ず、制作年代の比定には慎重を要する。各部にみられる彫りの甘さと、それによってもたらされる素朴な印象は、一見時代が下る要素とも受け取れるが これらは後世の補修にかかるものとして差し引いて考え べきであろう。これに対して本像の円満な体軀、張りのある面貌 肩から胸にかけて薄く らわさた衲衣などに 十二世紀から十三世紀 かけ 東国でも流行した定朝様の流れをみてとることができる。また、当初の形状を比較的保っていると思われる手先の表情や、頭体幹部を一材から彫出す 技法、胎内の粗く均質でないノミ痕なども古式である。 うした点から、本像の制作年代 平安時代後期から鎌倉時代初期とするのが妥当であろう。新潟県内の仏像調査は充分に行なわれ いるとは言い難いが、本像は現在知 れている中ではもっと 古いグループに属する作例であり、きわめて貴重な像であると言えよう。　
なお「木津村古老伝在来帳」には、前述のように、元禄四年（一六九一）に
薬師如来像が再興された際、像の玉眼を入れ替え 仏師が仏罰を受けて盲目となって死んだという話を載せるが、玉眼云々は本像の実情とはそぐわぬも である。再三述べた おり本像の面部は彫り直し 受けたと考えられるが、眼の部分に関しては当初から彫眼 みるべきで を嵌 してい 痕跡 うかがえない。この点、右の記述は何らかの錯誤あるも とみなさ よう。註（
1）
  調査は横越町（当時）教育委員会の依頼により町史編纂事業の一環として平成十三年（二○○一）五月十四日、光明院において実施した。その際、調査補助員と
 
　　
して井上豪氏（当時早稲田大学講師、現秋田公立美術大学准教授） 、真田尊光氏
     
 
 
 
 （当時早稲田大学大学院修士課程、現川村学園女子大学准教授）の助力を得た。
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なお、本像は本調査後に専門の仏像修復家による修復がなされた（表面
彩色の欠失箇所の補彩、脱落していた白毫の嵌入、合成樹脂による虫損・朽損箇所の充塡・補強、螺髪・後頭部蓋板・像底部材の新補など） 。横越町史編さん委員会編『横越町史
 
通史編』 （横越町、平成十五年）の口絵に
は本調査の際に撮影された修復前の像のカラー写真が掲載されている。
（２
)
調査当時の地名は新潟県中蒲原郡横越町木津。
（３）
  横越町史編さん委員会編『横越町史
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収
　　
「薬師如来縁記書抜き」三九○～三九一頁、同「木津村古老伝在来帳」三○
　　
 八～三○九頁。以下に該当箇所をあげる。
　　　　
「薬師如来縁記書抜」
　
 　
  夫惟此薬師瑠璃光如来、昔日聖徳太子何稔持赤栴檀木造立御長三尺二寸之薬師仏体、此義未成分明、昔日尋此地、此所
者
木津湊卜申、其町数八百八小路、神社仏閣
多シ、中ニモ取分勝テ此薬師如来ハ七宝荘厳ノ大伽藍ニ
而
号別当瑠璃光山如来寺ト
下寺四拾八坊在、然ルニ天文年中当国柴田ノ城主佐々木因幡守殿逆心之時、北国
 
 
 
大ニ乱 、村里ノ民家ハ敵のために放火せられ退転ス 、因幡守殿ほろびて後 、同国護
５新潟県の仏像（一）
磨
（摩）堂城主千坂対馬守殿領分と成ル、天正年中百姓ヲ仕付たヘたるを続きす
たれるをおこし、神社神仏を経営ス、寺領として境内三反歩余、田方三反歩余永代御朱印ニテ被下置元亀年中迄薬師如来宝物品々有之候所、天正年中奥州会津井苗代ノ打越水夥敷洪水
与成り野も山も一面ニ おし来候節、堂社仏閣一宇も不残押流此薬師之尊像計り残
留り給ふ別当ハ 寛永年中同国寺社村山伏引越相続ス、今宝正坊迄四代也
 　　　　　　　　　　　　　　　
小浜民部知行所上木津村
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
薬師別当
　　　
于時
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 小畑平右衛門㊞
　　　　　
「木津村古老伝在来帳」
　
一
 　
同所薬師如来ハ古老の語り伝へに行基菩薩の御作ニ
而
、中嶋・竹森・木津三
やくし同木同作之由、往古には堂も結構にて別当三ケ寺有、普門院・大蔵寺・高明寺とゆふ、三ケ寺共真言宗何も乱世の時分たいてんして住持なし、普門院には禅宗の行脚僧住シ、高明寺ニハ真如海と云住人住しけるに、寛永の頃寺社ゟ山伏来て薬師 別当と成ル 今高明院祖也、慶長之頃ハ堂もなく、御仏かや野の内に御座有しヲ、ある者野火ヲ付しにみやう火さかんにもへかヽりしか共、御仏少も焼給ハす、しかれ共野火ヲ付候者たちまちねつ病ヲ請死と や、かヽるれいけんあらた成ル御ほとけニ
而
ましますゆへ、所の者発願して御堂ヲ立あんち奉ると
也、今の御堂ハ其後明暦の頃建候、元禄四
辛未
年御仏再興し奉るに仏師たちまち盲
目と成り死ス、是仏作の御仏ヲ手にかけあまつさへ玉眼ヲ入替候故、御はつをかふむりしと取沙汰いたし候、其後大仏師辰巳内蔵之丞拝見して大切成ル仏作の玉眼ヲ入かへ仏作すたり人作と成りたり、おしき事哉と申けるよ 、又ある説ニ天正年中会津井苗代の打越水おひ ヽしき洪水と成り、野も山も一面に押来候時、彼薬師の尊像流来 や野にかヽ 御座有 ヲ在所の者わつ のかや堂ヲ立、安置し奉るともいへり、両説何れヲ是とすヘきや、其時の大水に家の上に白髪の老人乗なかれ来りしとかや、去によつて白髪 と ひ伝へ 、是則井苗代の水神千年の功積て海
江
入しと取沙汰いたし候事
　　
 　
なお、石井家文書は天正年間（一五七三～九二）に下木津村（旧新潟県中蒲原
　　
郡、現新潟市江南区）に入った石井宗定（上杉家の重臣千坂対馬守の配下と伝え
　　
 る）を祖とする下木津村庄屋石井家に伝わった古文書群。北方文化博物館（新潟市江南区沢海）所蔵。石井家は上杉景勝の会津転封後も地元 残り、新発田藩、沢海藩、幕府領、旗本小浜氏知行所と明治維新に至るまで下木 村の庄屋を務め、代々五郎右衛門を名乗った。元和六年（一六二○）から明治十五年（一八八二）までの下木津村を中心とする村政、習俗、宗教等に関する史料であり、全八十点が新潟市指定文化財となっている。
謝辞　
仏像調査にあたっては光明院住職
･
森村政昭氏、横越町教育委員会教育課生涯学習係
横越町中央公民館町史編さん室 （現新潟市歴史文化課） 福田仁史氏の御協力を得ました。末尾ではありますが厚く御礼を申し上げます。
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９新潟県の仏像（一）
　
二、永徳寺
 木造地蔵菩薩立像
（１）
　　　　　　　　
柏崎市西本町
　　　
㈠
 永徳寺について
　
永徳寺は南北朝時代の創建と伝える柏崎市内の古刹であり、現在は真言
宗豊山派に属する。旧白河藩主であり白河藩の飛び地として柏崎の地を領有した松平定信の筆による扁額を有しており、こ 扁額は市の有形文化財に指定されている
（２）
。
　
定信の侍講であった広瀬典（蒙斎）が文化四年（一八○七）に撰述した
『白川風土記』によれば、当時は「真言宗京師報恩院」 （醍醐寺報恩院）の末寺であったという。応安五年（一三七二）僧聖海の草創といい、永徳元年（一三八一）に「一宇ノ道場」となったので、はじめてこの寺号を称したという。正保四年（一六四七）には官より「 十石ノ御朱印」を賜り、かつては堂塔・宿坊・下馬牌などを有して縁起も残っていたが、万治年中（一六五八～六 ）に火災 よって烏有に帰したという
（３）
。
　『白川風土記』には当時の堂宇および尊像の記載もあって往時のさまがしのばれる。以下に該当箇所を記しておく。　客殿
　
十間ニ八間三尺、板葺、本尊虚空蔵、木仏、坐像、長ケ一尺三寸五分
　
庫裏
　
五問ニ七間三尺
　
護摩堂
　
二間ニ二間三尺、瓦葺、堂中ニ歓喜天ノ像ヲ安置ス
　
稲荷社
　
二間ニ二間三尺
　
鎮守社
　
二間ニ二間三尺、板葺
　　　
什物
　
薬師如来木仏、座像、長ケ一尺三寸五分、春日ノ作ト云伝フ
　
地蔵菩薩木仏、立像、長ケ三尺、弘法ノ作ト云伝フ
　
不動尊木仏、立像 長ケ七寸五分、興教ノ作卜云伝フ
　
大黒天木像、長ケ三寸五分 菅公ノ作卜言伝フ
　　　
㈡
 像の形状
　
調査対象となった像は、像高九二・○センチ 右手に錫杖を執り、左手に宝
珠をのせて台座上に直立する一木造の地蔵菩薩像である。　
本像は平成十三（二○○一）年に六十七年ぶりの御開帳がなされ その際
像の補修と表面の塗り直しが行われた。塗り（古色がけ）はかなり厚く、全面に及ぶため、現状では像の旧来の様子（表面の状態や細部の形状）はほとんどわからないが、同年二月頃、修理前に撮影さ た写真（
図
10・
13・
14）に
よって補修以前 状態をある程度ではあるが窺い知ることができる。以下でこれらを踏まえて本像の形状を記しておくこと する。　
像は頭部を円頂とし、現状では髪際線をあらわさ い。面立ちはやや縦長
で、頰の肉付けはさほどふくよかとはいえない。両眼は彫眼で、上瞼の面と下瞼の面（ 面）との段差 よって形づくられて る。両眉は額の面と上瞼の面との段差によってあ わ れ、双方とも緩やかな弧線を描きな らそのまま鼻梁につながる。鼻は 相の幅に比し くぶん高め 、鼻翼もやや張 が口唇は幅が狭く小ぶりで、 伏し目がちの両眼 が相俟って、穏 かで品の良い表情をつくり出している。　
耳は左右とも近年の塗りによって耳輪の内部が埋められ、また輪郭 や耳
朶
10
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の形状もかなりいびつな形に改められるなど旧状をほとんど止めない。修理前の写真では、両耳とも輪郭線は現状よりずっと整い、耳朶（環状とせず）にも柔らかなふくらみをあらわすなど、はるかに端正 形を示している。ただし、この写真においても耳輪の内部は平板で、耳殻は彫出されておらず、耳孔も穿たれていない。こうした簡素 つくりが造像当初 のものであるのか 後世の摩滅等によるも か 不明というほか い。なお、左右 耳朶はやや外に開く形を示すものの、平安時代（九～十二世紀）の中央作例に多くみられるほど極端な反りかえりでない とは注意してよ 。　
頸部の前面には三道の刻まれている様子が窺えるが、刻線は近年の塗りによ
って埋められ、か り鈍くなって る。また、修理前の写真では両胸下と腹上に比較的明瞭にくびれ 線のあらわされていたことがわかるが、こうした肉身の微妙な表現も近年の塗りによって鈍化してしまっ は惜しまれる。お、頸からは金銅板に水晶（またはガラス）をあしらっ 胸飾が懸けられている。　
体部には全身を覆うように衲衣をまとっており、衲衣の裾からは下裳がのぞ
いている。全身に近年の塗りが施されているが、修理前 を見ても 衲衣には左右袖部に幾条か 衣文線が刻まれているほか 像の 面・背面を通じて全くといっ よいほど衣文があ わされていな 。と に着衣の前面は平板な前掛け状を呈し おり、平安期 多くの作例が大腿部正面 盛 上が 強調するかのごとく股間～両脚間にＹ字状の衣文線を刻む（
参考図１
）のとは全く
異なる形式を示して る。また 下裳の前面 曲 な衣文・襞を刻まず、縦に数条の刻線を入れるだけの処理法も特徴的で る。足部は、足首から踵 でを露わにしており、また甲が高く、厚みのある点も目を引く。　
像の構造は、両手先と両足先のみを別材矧ぎとし、これを除く頭頂から足
部
までは一材から彫出している。内刳りは施されていない。修理前の写真では両手首より先が欠失し、袖口の断面に木
枘
が差し込まれているのがわかる。地蔵
菩薩像には一般に、右手を与願印（五指を伸ばし、掌を前に向けて垂下する）とするものと、錫杖を執るものとがあるが、本像は右臂の屈折角度から考えて当初から錫杖を持つ形でつくられたものとみてよいだろう。左手は掌を上に向けて宝珠をのせている。なお、現在の錫杖（朱漆塗）と宝珠（漆箔） 後補である。　
光背は円光に三個の宝珠形を付けたもので、表面に漆箔を施している。ま
た、台座は四角の框座の上に岩座（黒漆塗）と蓮華座（漆箔）を重ねている。光背・台座とも近年 補作であ 。　　　
㈢
 制作年代
　
本像は全体に均整のとれた作であるが、細部の造形や衣文のありようはいか
にも素朴で、一見して京都 奈良などの中央仏師によらな 地方作 あることがわかる。おそらく当地において制作されたも であろう。本 関する史料は全く伝わらず、造像の事情のいっさいは不明であるが、そ 制作時期を知手がかりを整理すればおよそ次のようになろう。 
 ①
 体軀の量感。本像は、中央では平安前期に盛行した技法である一木造（しかも内刳を施さない）の技法による像でありながら、いささか量感に乏しく、全体にやや平板な印象を受ける。
 
 ②
 顔部の形状。中央作の場合、平安時代の地蔵菩薩像は面相に丸みを帯び、頰の肉付けもかなりふっくらとあらわされる。これに対して、本像の面立ちはやや細長く、肉付きも乏しい。
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③
 耳朶の形状。本像の耳朶は平安期の中央作例のそれに比して反りがやや弱い。
　
④
 体部前面の衣文の形状。本像では平安時代（とくに前期）の多くの木彫像に共通して見られる両脚大腿部 盛り上がりや股間～両脚間のＹ字状衣文が見られず、衲衣前面 起伏がほとんどあらわされていない。
 
 ⑤
 裳の形状。平安期の地蔵の作例では、裳 裾が長くのび、台座 まで届いて両足を包むような形にあ わされるものが多いが
（参考図１～４）
、本
像の裳は丈が短く、足首が露出している。
　
本像が内刳を施さない一木彫成像であること、足部の甲が高く厚みをもって
いることなどは古式をとどめるものといえようが、右の①～⑤はいずれもその制作が平安時代の早い時期には遡らないことを示唆している。一方、本像の④や⑤のような形状に比較的近い作例を中央に求めるならば 長和四年～治安三年（一○一五～二三）頃 作とされる京都・六波羅蜜寺の地蔵菩薩立像（
参考
図５
）があげられる。この像は平安前期木彫のもつ量感を著しく減じ、衣文を
軽やかに整えた平安後期和様彫刻 典型的な であるが、こうした様式が地方へ伝播し一般的な造像に反映されるまでにはある程度の時間が必要である。以上のような点を総合的に判断すれば、本像 鎌倉時代前期（十三世紀）に制作されたものとみてよかろう。　
なお、冒頭で述べたように『白川風土記』には文化四年（一八○七）当時
の永徳寺の什物の一つとして「地蔵菩薩木仏、立像、長ケ三尺、弘法ノ作ト云伝フ」が記されている。 「弘法ノ作」の伝承はともかくも 高「三尺」 本像と一致し、本像がこ に当たるのであろう。　　　
㈣
 厨子銘について
　
本像は明治十五（一八八二）年製の木造厨子に納められており、 その向かっ
て左の側面に記されている墨書銘には、この厨子が明治十三年の火災によって損壊した厨子の代わりに製作されたもので そ 際、旧厨子の「片扉」の部材を再利用 ことが記されている。現在の厨子は観音開きで、左右の扉はそれぞれ縦に長い二つ 材を蝶番で連結してつくられている。このうち厨子本体と連結さ ている内側の二 （左右一材ずつ）が旧厨子の「片扉」 部材にあたるものと思われ、ここには左右計二十一名の人名が朱漆によって記されている。この人名の中には江戸時代後期の当地の有力者であった「宮川四良兵衛」の名がみえる。また、厨子側面の墨書銘にも旧厨子は「先代信惠」 造立になると記されてい こ から、明治十三年 火災で損壊した厨子は江戸時代後期につくられたものであったことがわか 。厨子 各銘文は以下のとおりである。　　　
①厨子左側面墨書銘
　　　　
（上
　
段）
　　
奉新造假厨子及壇場寄附主
　　
但先代信惠造立之宮殿厨子之片扉用乎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 右故厨子者其細工盡美盡華殆近郡ニシテ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 稀ナル一珎具ナレバ惜クハ十三歳辰八月
　　　　　　
火災ノ節悉損毀シコ ヲ再修スルニ目
　　
下ノ力ラ及ハス仍テコレヲ假造シ奉安置焉
　　
明治十五壬午八月摩訶日謹而納之畢
　　
（下
　
段）
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小熊代六郎右エ門室
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 當山現住苾蒭良蒭傳
　　　　
枇杷嶌邨住
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 大工
 
 
 　
 内山勇次郎作
　　　
②厨子扉内面朱漆銘（向かって右側）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 　　
（上
　
段）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 願主法印信惠
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 大施主
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 宮川蔵右衛門
　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 　（下
　
段）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 木成四□平
　　　　
□□之□
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 □屋□右エ門
 
 
 
 　
平田
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 新沢彦□
 
 
 
 
 
 　
□□□左エ門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 足下令三
 
 
 
 
 
 　
神林何某
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 加藤□助
 
 
 
 
 
 
 
 　
山□藤□
　　　
③厨子扉内面朱漆銘（向かって左側）
 
 
 
 
 
 　
 
 
 
 　（上
　
段）
　　　　　
宮川四良兵衛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 宮川安右衛門
 
 
 
 
 
 
 
 　
 
 　（下
　
段）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 高橋新太郎
　　　　
久家□□
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 下宿六左エ門
　　　
神林仙左エ門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 同
 
 □□左エ門
　　
足下何某
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 小□□次八
　　　　
小林喜平
 註（
1）
 調査は柏崎市教育委員会の依頼により平成十四年（二○○二）二月二十六日、永徳寺において実施した。その際、調査補助員として金子典正氏（当時早稲田大学助手、現京都造形大学教授）、楢山満照氏（当時早稲田大学大学院修士課程、現日本学術振興会特別研究員、早稲田大学講師）の助力を得た。
　　
 
 
 
 法量は以下の通り（㎝） 。
　　
 
 
 
 像
　　
高
　
九二・○
　
 
 
 頭頂～顎
　
一五・九
　　
耳
　　
張
　
一一・六
 
 　
 
 
 
 面
　　
張
　
一一・四
　　
面
　　
奥
　
一二・八
　　
肩
　　
張
　
二七 ・ ○
　　
 
 
 
 臂
　　
張
　
三一・二
　　
胸
　　
奥
　
一二・八
　　
腹
　　
奥
　
一五・五
　　
 
 
 
 裾
　　
張
　
二七・九
　　
足先開 （
内）
 　
五・八
 
 
 足先開
（
外）
 　一六・六
　　
 
 
 
 足
 枘
 長
　
一三・六
 　
 
 
 
 
 
 〔光背〕
　　
 
 
 
 光
 背
 高
　
一○五・六
 
 円
 光
 径
　
三五・八
　　
 
 
 
 
 〔台座〕
 
 
 
 
 
 
 
 框
 座
 高
　
三○・五
 
 
 
 框
 座
 幅
　
五三・五
 
 
 
 框
 座
 奥
　
三八 ・○
　　
 
 
 
 蓮華座高
　
 
 九・○
 
 
 
 
  蓮華座径
　
二八・五
（
2）
 『第
16回特別展図録
 
柏崎市の文化財とその周辺』（柏崎市立博物館、平成二年）。
『柏崎市の文化財』（柏崎市教育委員会、平成二十四年）。
 （
３）
 広瀬典（蒙斎） 『白川風土記』巻之十五「越後国之部之一」刈羽郡鵜川庄鏡之郷
               
□
□
□
□
□
□
□
□
□
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柏崎町、大町の項。以下の引用では漢字を現行の新字に改めたほか適宜句読点を
　　
補った。 〔
　
〕内は割注。
　　　
永徳寺〔境内東西五十四間／南北四十間余〕
　　
 町北側ニテ東ノ端ニアリ。真言宗京師報恩院ノ末山ナリ。山号ヲ柏原山卜云フ。院号ヲ宝生院卜云フ。応安五年僧聖海ノ草創卜云フ。聖海ハ和州吉野ノ人ナリトソ。其後永徳元年一宇ノ道場トナリケレハ、始メテ此寺号ヲ称ス。其所、本柏木ノ多キ原野ナリシ故ニ山号ヲ柏原山トス 本尊ハ行基ノ作ノ虚空蔵ニシテ、南方ノ宝生尊ナル故ニ院号モ亦是ニ本ツク。近郡ノ檀林所 寺格ニテ、正保四年官ヨリ三十石ノ御朱印ヲ玉フ〔元ハ大久保石見守ノ黒印ナリ／シ
　
後ニ御朱印ヲ改テ
賜ル〕昔堂塔、宿坊、下馬牌等アリテ、旧記、伝記ヲモ持伝タレトモ、万治年中回禄ニ羅テ烏有トナル。
　　
客殿
　
十間ニ八間三尺、板葺、本尊虚空蔵、木仏、坐像、長ケ一尺三寸五分
　　
庫裏
　
五問ニ七間三尺
　　
護摩堂
　
二間ニ二間三尺、瓦葺、堂中ニ歓喜天ノ像ヲ安置ス
　　
稲荷社
　
二間ニ二間三尺
　　
鎮守社
　
二間ニ二間三尺、板葺
　　
什物
　　
薬師如来木仏、座像、長ケ一尺三寸五分、春日ノ作 云伝フ
　　
地蔵菩薩木仏、立像、長ケ三尺、弘法ノ作ト云伝フ
　　
不動尊木仏、立像 長ケ七寸五分、興教ノ作卜云伝フ
　　
大黒天木像、長ケ三寸五分、菅公ノ作卜言伝フ
　　　
『白川風土記』の撰者広瀬典（政典、蒙斎）は江戸時代の儒学者。白河藩士。
　　
  陸奥白河（現福島県白河市）の人。明和五年（一七六八）生、文政十二年
　（一八
　　
二九）歿。白河藩主・松平定信の命を受け、師柴野栗山らとともに『集古十種』
　　
 の編纂に携わった。同じく定信の命により『白川風土記』を著わしたのは文化四年（一八○七）のこと 『
白川4
風土記』に柏崎を含む越後国の記述があるのは、本
文でも記したよう 当地が の飛び地として定信の支配を受けていたこ による。
　　
 　
なお、 『白川風土記』には複数の刊本が存在するが、いずれも誤写・誤字の類が
多いため、ここでは早稲田大学図書館所蔵の『白川風土記
 
越後之部
 
刈羽郡
 
一』
（市島春城旧蔵本）に依った。同本は広瀬典の自筆ではなく書写年も不明だが、
　　
管見によるかぎり最も信が置ける。同本は早稲田大学図書館 「早稲田大学古典
　　
籍総合データベース」でＷｅｂ公開されている。
　　
http://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/ru04/ru04_00317/
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